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The distribution 01' the ricc仁lisc剖 cmJぽ ywl巾 hhad spread out in the paddy field， in
Saga City， after the TyphoOll No. 17， Sept. 13， 1976， was invcstigated by thc field survey 
and the remote sensing survey. 
The field survey was conductccl at the paddy fie1d 1'rom Aug. 25 to Oct. 18， 1976. The 
remotc sensing survey was conclucted in the same a1'ea on Sept. 23， 1976. 
(1) The ini'a1'ed image (channel 11) was usefu1 to idcntify 1'ivc1's 01' 1'oads， but not 
use1'u1 to iclenti今thedistribution of the discase injury in thc pacldy field. 
(2) Thc near infi:ared image (channel 9) was usefu1 to idcnLify the distribution and 
thc degrεe 01' the rice disease Iせuryフandit was corrcspondcd well to the ground trutb. 
まえがき
佐賀県は稲作を主体とした長以であり，その中心者~ITlî佐賀市は，人口 159 ， 600 人，民家戸数
4，600戸，銚j也間続 4，700haで，そのうち7J<IIi係強は 4，300haの1Jtかな間関都市である.気候は
混i践で，年王子均気温 15.80C，年降水;虫丸800mm，初おのおりるのが平均11月10日頃である.
ニi二段は肥沃で，紛粒灰色粘質土壊で， 2: 1裂の粘土鉱物(モンモリロナイト)を主とし，保
肥)Jが大きく，ゴ:機器分にも恵まれており， 7J<!flとしての生産力が高い.県内の7J<18lfrI磁の約
5096はこの土肢が占めている.
調護対象地域は，IlI代化の波による者ITli化が進み，水!flfi般は減少し，また，ここ数年米，気
候の微変動によっても的iiL:!?が発生しやすい地域で-ある.
昭和5l:'rド9月131:1未明，九ナH鴎北部を諮った台風17号により，この地域の水稲l乙，一斉にイネ
i当諜枯病が発生し， 5むこその後に続く異常気象により，低瓶障努ゃいもちi，iJが発生し，例年にな
い大きな減収をきたした.
そこで，日本造船仮契財閉が，台風通過後10El闘に当地上空を飛行してぬった CCT(Compu-
ter Compatible Tape) デー タ， ならびに地ヒの詳細な滋1也被害調査データが符ーられたので， こ
れらを対比することによって， リモートセンシング技術を応用した水稲靖容の解析を試みた.
* 11正:l'~1込ユミ高等小校 (S呂ga Agricllltural ald Horticultural High School) 
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解析対象地域
佐賀県佐賀市鍋島lur大学森沼地区は，佐
賀市農林認が詳細な水稲病ミJJWI~査を行なっ
た地択である.したがってこの地反を解析
対象地域に選定した.
この;出!浅は，佐賀市の尚北部にあたり，
一級河川嘉源)1，人工河川多布施川，およ
び，lli!鉄長 I~な本紙u乙閉まれたほほ三角形を
示す1也氏である(関-1).
地区内の土壌は， J: lIii 1手昔話がやや砂質，
1:11央部が.li立壌土，下 b~í有明海~mがJil!: I:. で，
全体的にはこの3つに大別される.
水稲i況泣等級では， 5， 6 等地で~r;i51ζ7
等地が混在する.
地上調査データ
1.発病経過
r>gH 澗ftf\Ii~i:[記!
例年よりやや遅れて 7 月 F勾rc. 1~1 業約締のfJ]発がみられ，その後，日 11寺の経過に伴って上位葉
へ逃燥し， 9月13El ，台風17号通過lとより急激に窮容が進展し拡がっていった(表…1).
さらにその後異常低温が続き， -1;ê~I~1葉紘病の進展はにぶったものの，低混による Itf~ ~'i1Jが発生
し，ついで，いもち病の発生などもあり，例年lとみられない大きな状況減となった(表ーの.
去一1 イネ白菜給病
(佐賀県純物病害虫防徐所)
2. 平均収量逮及び損害評価装準収盤整
表-2 年度別i1E;fとの平均収益上(lOa~り)
530kg 
463kg 
佐賀市
552kg 
515kg 
(農林省佐賀統計調査本務所)
表-2からわかるように，昭和50年度を:iJ日手の平均収抵とすれば，それに比べて51年度は約2096
の収泣減になっている.したがって，佐賀市農林認においては農業災害保障法による農業共済被
般金iliU度を適用すべく， 1問布151年10月18日付で調査を行っている.農業共済総償金交付の対象と
なるのは，収泣が基準i況な(王子年の平均~又泣)の70必以下で，それ以上であれば鼠努経微として
補償金交付の対象とならない.
去すの引受収量は，各等級:l!!!.の基準収泣の7096の数値を示している.
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返す ぢ~i普昔'H話基準i収澄
ヲ|受l収:後 kg/lOa
547 
532 
517 
??
?
??
?? ?
。
(佐賀市}災林諜)
3. 地上データマップ
地上調査データをもとにして，筆者等が佐賀市の字罰iζ評価収澄を百分率で示し，次の3段階
に大別し，地上データマップとしてカラー表示したものが写真一1である.
(1) 基準収滋の70%以上の関場………寅
(2) 基数収;抵の70-60%の関場………茶
(3) 基喰収益の60必以下の闘場………黄緑
(4) 樹林および草地 …・…緑
(5) 住宅および探地
(6) 道路
合::-.t;~.........ト'f
? ?
表-4は対象地域の主な作付品種と而積である.
表-4 作付品穏及び面積
nr7u 3 種 作付面積 (a) 作付割合(%)
レイホウ(燦林200号) 34.118 59.5 
ツクシパレc1箆林226号) 21.003 36.6 
日本晴 224 0.4 
、 ズホ 12 0.02 
その他 142 0.3 
モ チ 1.857 3.2 
計 57.356 
(佐焚rfiJJl!林諜)
リモートセンシングによる調査結果
CCTデータは，台風通過後10日の9月238午前10時-101待7分，高度 5，904mで，佐賀上空を
東西方向lζ飛行してま投影されたものである.上空には雲もなく，ほほ快i穏に近い気象条件である.
CCT-QL (Quick Looker)で， ch. (チャンネノレ) 1-11の極i像を判読することにより，地上
データに最も類似しているチャンネノレ酒像を主!J出した. ch.11 (波長 8-14p.m)の赤外画像には
道路，河川!はよく出ているが，病状の判読は関難であった.最も忠実皮の高いチャンネ Jレ国像は，
ch.9 (波長 0.8-0.89μm)の近赤外岡像に見出された(写真弓). 
綴影1弔問が広く，細部の判読が困難であったため，sむと詳細に検討すべく日本造船振興財団lζ
依頼して，テストフィールド(調査対象地域を3倍i乙引き伸したディジタノレ表示によるプリント
マップ)を各チャンネノレ毎に作成してもらい，問じレベノレを示す数艇毎l乙カラ…表示した.
プザントマップは2ケタの数字で表示されているので，縦方向i乙伸びた鴎形になっており，抱
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上データマップと多少奥った図形になっている.ζの調者を比較検討した給来， ch.9画像が最
も良く対応していることが判明した.なおカラー表示は空手真…1と同様である(写真一3). 
民対l乙， ch.9 i醤像では道路，河JIなどの区別はっけにくいが， ch. 11 i図像では判読できた.
また，草地，樹林地の区別は比較的判読容易な ch.9画像から詳細に数自立を読みとって写真一31こ
緑色で表示した.地上データマップと何様に病容の程度を3段階rc，即ち， (1)基裕l民泣の7096
以上の関場， (2)同じく70-60形の開場 (3) 60銘以下の悶場に大別することが精度の点から適
当であることが判明した.
あとがき
ワモートセンシングによる妨害のデータでは，同一間域内でも被容の大小を区別しうるが，地
上データでは坪刈によってえられた数値を同一回坊の~泣として算出している. したがって，両
者を比較した結来幾分兵っているが， !~U読給楽にはさしたる影響はないものである.
等級地別および品磁別の涯違は判読邸主f~であったが，これは，飛行高度を低くしたり，チャン
ネノレの組み合せ等を考滋して，詳細に数値を読みとることによって判読が可能で・あると考えられ
る.
今回は水稲の白葉枯摘に対して， .地上の収監誠査から基準年lζ対する減収量を検討し，これを
リモー トセンシングデー タに対J;i:;;させ， ch.9商像がこれに最もよく対応している ζとを認めた.
摘 饗
昭和51年9月23日， 1二部u"10l硲より101時7分にわたり，高度 5，904mで佐賀市上空を ch.9およ
びch.11で扱彩した臼木造船振興財団の CCT画像と，佐賀市農林諜の稲作病容による収最減少
調査データとを比較した.その結来次のようなことが判明した.
(1) ch.11の赤外商像では道路，河JIは?持続できるが，稲作病容については半u税関難である.
(2) ch.9の近赤外磁像では，道路，河川等の判別は図支払であるが，稲作の病等は， 3段階
に判別することができた.
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